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北海道南東部におけるオオジシギの生息状況

藤巻裕蔵

静広畜産大学野生動物街理学研究室〒080綜広市稲田町

日本における繁殖期のオオジシギＧα"j7zagoAarduﾉjcﾙiiの主要な分布域は，本州中部

以北である（日本烏学会1974，環境庁1979)．このうち，本州では繁殖する個体数が減

少しつつあり，Ｉ|木版レッドデータブックでは希少種にあげられている（環境庁1991)．

このシギは北海道ではまだ普通に生息する諏である（藤巻・赤坂1987)．しかしこの穂が

おもに生息している平野部の開けた環境は，住宅地や農耕地などに開発されやすい状況に

ある．そのため，現在の生息状況を明らかにし，その変化をみていくことが今後の保護管

理のためにも重要である．

ここでは，十勝地方と釧路地方でこれまでに得られた観察・調査結果にもとづき，分布

の現状とおもな生息珠境ごとの生息状況についてまとめた．

調査地および調査方法

調査地は十勝地方と釧路地方のほぼ全域にわたり，標高では海岸部から標高1,100ｍま

での範囲である．｜･勝地方の西部はＨ商山脈，北部は大雪山系，釧路地方の北部は雌阿寒

岳，雄阿寒展を!|'心とする山地，十勝地方と釧路地方の境界部は白糠丘陵で111地である．

それ以外の部分は平野部で，とくに釧路地方南部には釧路湿原，東部には別寒辺牛湿原や

携多布湿原がある．平野部を流れるおもな河川には，十勝川，札内川，音更川，利別川，

音別川，阿寒川，釧路川，別寒辺牛川などがある．

５万分１の地形図を縦横それぞれ４区分したものを１区画とし（約５×５ｋｍ)，このう

ち192区画で２ｋｍの調査路を１～２か所設け，1978～1994年に調査した．調査した|Ｘ画数

は，十勝地方では北部，釧路地方ではI:'１部と東部で少なかった．

北海道ではオオジシギは４月２０１１前後に渡来し，９月''-1旬までには渡去するが

(Fujimaki＆Skiral984)，ディスプレー活動は７月になると急激に不活発になるため

(新田・藤巻1985)，調査時期を４月下旬～６月下旬とし，この間に各調査路で１～数回

のラインセンサスを行なった．また，この時期でも８時以降にはディスプレーが急激に不

活発となるので（新川・藤巻1985)，調査時刻を夜明けから７時までとした．調携では，

歩きながら出現したオオジシギすべての個体数を数えたが，IIil-区画で２回以上‘淵査した

場合には，最も多かった観察個体数をその区画の値とした．ディスプレーの活発さは夜明

けから７時までにも徐々に低下するので（新ill・藤巻1985)，各時間帯における調査結果
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を６時前後のディスプレーが活発な時刻の調査結果に補正する必要があるが，いまのとこ

ろオオジシギについてこの補正方法は確立されていないので，得られた数値をそのままも

ちいた．

調査路ぞいの環境をこれまで北海道で知られているオオジシギのおもな生息環境

(Fujimaki＆Skiral984）と藤巻・赤坂（1987）が示した生息環境の概要を考慮し，次の

ように分類した．１）高木林で，常緑針葉樹林，針広混交林，カラマツ人工林などすべて

タイプを含む，２）樹高２ｍ以下の幼齢林，または伐採跡で，ところによっては林床にサ

サ類が生育している，３）林（農耕地内残存林や段丘斜面の森林）と農耕地（畑，放牧地，

採草地など）との組合わせ，４）農耕地，５）平野部の河川敷の発達する大きな河川ぞい

で，おもに草地となっている，６）住宅地である．

以上の調査のほか，それ以外のときに得られた観察記録や橋本（1981）など文献の記録

も分布図作成のための資料としてもちいた．

結果

１．分布

オオジシギは十勝地方南西部と北部，釧路地方北部，白糠丘陵の森林帯を除き，両地方

のほぼ全域で観察された（図１）．ラインセンサスを行なった192区画のうち，105区画

●

●

図１．十勝・釧路地方におけるオオジシギの分布（1978-1994)．丸は約５×５ｋｍの区画を示す．

●＝生息確認，○＝調査したが，生息確認できず．

Ｆｉｇ．１．DistributionofLatham'ｓＳｎｉｐｅｓＧα〃magohardLuic賊iintheTokachiand

Kushirodistrictsinl978-1994by5-kmquadrats.●＝occurrence,○＝nosightings．
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表ｌ・十勝・釧路地方における環境別・標高別のオオジシギの出現区画数（％)．

Table１.Numbersofquadrats（％）inwhichLatham，sSnipeswererecordedindifferent

habitatsandaltitudesintheTokachiandKushirodistrictsinl978-1994.

調杏区画数標高

Ｎｏ．ofquadratO-lOO101-200201-300
surveyed

Altitude（、)． 計

301-400401-500501-600６０１－Total

高木林

Matureforest

幼齢林・伐採跡

Youngstandor
clear-cutarea

森林・農耕地

Agriculturalland
withwood

農耕地

Agriculturalｌａｎｄ

河川沿い

Riverinearea

住宅地

Residentialarea

5６

1１

Ｏ ＯＯＯＯＯＯＯ

ｌ(33）３(60）１(50）１(100）－６(55）

2５４(80）５(63）５(83）３(75）１(50）０

8５２８(80）２３(74）１５(94）２(100）１(100）

1２８(100）４(100）－

３ ００

18(72）

69(81）

12(100）

０

(55％）でオオジシギが記録された．しかしオオジシギが観察されなかった区画でも，同

じ区画の別の場所や別の機会に観察されている場合には，分布図で生息するとしているの

で，図１に示した生息区画数はラインセンサスの結果より多くなっている．

生息環境別にオオジシギの出現率をみると，最も高かったのは大きな河川ぞいで，全て

の区画で出現した．ついで，農耕地で81％，林・農耕地で72％，幼齢林や伐採跡で55％で

あった（表１）．これらのうち，河川ぞいの出現率は幼齢林・伐採跡における出現率より

有意に高かったが（Fisherの正確確率検定，Ｐ＝0.027,両側検定)，それ以外の環境のあ

いだでは有意な差は認められなかった（Ｐ＞0.05)．一方，高木林と住宅地の区画でオオ

ジシギはまったく観察されなかった（表１）．

標高でみると，オオジシギは500ｍ以下で記録された（表１）．それぞれの環境でオオジ

シギが観察された最も高い標高は，幼齢林・伐採跡では460ｍ，林Ｑ農耕地では430ｍ，農

耕地では460ｍ，河川ぞいでは180ｍであった．調査した区画のうち標高500ｍにあったの

は高木林だけで，オオジシギが観察された環境のある区画は全て500ｍ以下にあったため，

このような垂直分布となった．

２．生息数

２ｋｍあたりで観察された個体数は，０－９羽の範囲であった．環境別にみると，最も

多かったのは河川ぞいで4.8±2.9羽（平均値±ＳＤ，以下同様)，ついで農耕地1.8±1.4羽，

林・農耕地1.2±1.0羽，幼齢林・伐採跡0.6±0.5羽で，これらの平均値の差は有意であっ

た（Kruskal-Wallisの検定，Ｈ＝26.867,Ｐ＜0.01)．

考察

十勝・釧路両地方でオオジシギは，都市と山地の森林帯を除きほぼ全域で観察された．

1984,1985両年に北海道各地で鳥獣保護員が行なった調査結果（藤巻・赤坂1987）によ
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ると，オオジシギが観察されなかった区画の割合は海岸部と中央部山地で低く，平野部で

高い傾向がみられたが，今回の結果では海岸部で出現率が低いということはなかった．藤

巻・赤坂（1987）の報告で，とくに海岸部で出現率が低かったのは渡島半島であったが，

この地域では山が海岸近くまでせまっている部分が多いためであろう．

標高では，オオジシギが観察されたのは500ｍ以下であったが，これは結果で述べたよ

うに，高木林以外の環境が標高500ｍ以下にあったためである．大雪山系では化雲岳ヒサ

ゴ沼（標高1,700ｍ)，五色ケ原（標高1,600-1,800ｍ)，沼の原（標高1,420ｍ）のような高

山草原帯でも観察されており（小川1971,川辺1985)，標高が高い場合でも草原のよう

に開けた環境があれば少数が生息している．

ここでは，約５×５ｋｍ（ｌ／2.5万地形図のｌ／４）をｌ区画として分布を示した．これ

まで同様のメッシュ法でオオジシギの分布を図示したものはあるが，１区画の大きさは１

／５万地形図（環境庁1979）または１／2.5万地形図（藤巻・橋本1987，藤巻・赤坂1987）

であった．今回の区画はこれらのより小さいため，山地の森林帯でも小規模の農耕地，幼

齢林，伐採跡のような開けた環境があると，オオジシギが分布することを示すことができ

た．そのため，山間部では分布がモザイク状になっている地域も見られた．

上述のように，オオジシギは都市や山地の森林以外の環境にはほぼ生息しているが，観

察個体数は河川ぞいで最も多く，幼齢林・伐採跡や林・農耕地で少なかった．藤巻・赤坂

(1987）によると，３ｋｍあたりの平均観察個体数は河川ぞいで3.6羽，平野部で2.8羽，山

間部と海岸地域で1.8羽で，河川ぞいで多くなっている．環境別の観察個体数から判断す

ると，十勝・釧路地方では河川敷のような環境が，オオジシギにとって最も好適であると

考えられる．しかし，最近河川敷では，とくに都市部でゴルフ場や各種スポーツ施設がつ

くられており，オオジシギをはじめ，草原性鳥類の好適な生息環境が少なくなる傾向にあ

る．しかし，オオジシギにとっては農耕地が河川敷に次ぐ生息環境であり，また農耕地内

の残存林でも立木密度が疎であるとオオジシギが繁殖できる（Fujimai＆Skiral984)こ

とを考慮すると，今後開発が進み河川敷のような自然条件に近い環境が減少しても，オオ

ジシギの生息環境が完全に消失することにはならないであろう．ただし，農耕地のような

人工化された環境では，生息密度が低くなることは避けられない．

釧路・十勝地方では，湿原を除くと平野部の多くは農耕地や住宅地として開発されてお

り，自然環境が比較的よく残されているのは河川敷くらいである．現在十勝川中・下流部

の河川敷は，潅木・草原性鳥類の好適な生息環境になっており，とくに下流部の烏相は釧

路湿原とよく似ていた（藤巻1989,1994)．上述のように，現状ではオオジシギの生息環

境が消失する可能性は少ないが，この種を含め潅木・草原性鳥類の生息環境を維持する上

で河川中・下流部の河川敷の保全が重要である．

要約

1978～1994年に北海道十勝地方と釧路地方でオオジシギの生息状況を調べた．

おもな生息環境は平野部では大きな河川ぞい，農耕地，山間部の森林帯では幼齢林や伐採跡であっ

た．約５×５ｋｍの区画192か所におけるオオジシギの出現率は，河川ぞい100％，農耕地81％，林・

農耕地72％，幼齢林・伐採跡55％で，都市と高木林では観察されなかった。オオジシギが観察された

区画は，いずれの生息環境でも標高500ｍ以下であった。観察路２ｋｍあたりの観察個体数（平均値
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±ＳＤ）は，河川ぞい4.8±2.9羽，農耕地1.8±1.4羽，林・農耕地1.2±1.0羽，幼齢林・伐採跡0.6±

0.5羽であった。オオジシギにとっては大きな川の河川敷が好適な生息環境となっている．
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DistributionandabundanceoftheLatham,sSnipeinsouth-eastemHokkaido

YuzoFujimaki

La6oratoﾉ:ｙＱ／WjjdJ娩及ojogy,DePartme"ｔＱ/Agro-Emﾉjro"ｍｅ凡tajScjence,０６”ｒｏ

Ｕ>zjuersjtyQ/・Agrjcuj”ｅａｎｄＶｅｔｅｒｍａｒ:yMedjcj"e,ルｚａｄａ,０６”roO80

Latham'ｓＳｎｉｐｅｓＧα〃ｍａｇｏｈａｒｄｕﾉjc賊jwerecountedalong2-kmlinetransｅｃｔｓｉｎｌ９２５

×５kmquadratsintheTokachiandKushirodistricts，Hokkaido，ｆｒｏｍｌａｔｅＡｐｒｉｌｔｏｌａｔｅ

Ｊｕｎｅ，1978-1994．Basedonthelinetransectcensusdataandtherecordspreviously

obtained，Ｌａｔｈａｍ，sSnipesoccurredmainlyinriverineandagriculturalareasbelow500m

abovesealevel・Ofl92quadratscensused,Latham，sSnipeswererecordedinalltheriverine

quadrats,８１％ofagriculturallands,７２％ofagriculturallandwithisolatedwoods,５５％of

youngplantationsandforestclearings，butnotinmatureforestsandreside､tialareas・

Thenumberofbirds（ｍｅａｎ±ＳＤ）countedper2-kmtransectwere4､８±２．９inriverine

habitats，１．８±１．４inagriculturalland，１．２±1.Ｏｉｎａｇｒｉｃｕｌｔｕｒａｌｌａｎｄｗｉｔｈｉｓｏｌａｔｅｄｗｏｏｄｓ，

and０．６±０．５inyoungplantationandforestclearings､Theseresultsindicatethatriverine

andadjacentareasareprimaryhabitatsforLatham，ｓＳnipes・

SinceLatham，sSnipesarefairlycommonlyfoundinagriculturallands，thereisa

prospectthattheirseconｄａｒｙｂｒｅｅｄｉｎｇｈａｂｉｔａｔｗｉｌｌｒｅｍａｉｎｉｎｌａｒｇｅａｒｅａｓｉｎＨｏｋｋａｉｄｏ．
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